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○川口市立科学館設置及び管理条例 

平成14年12月24日条例第56号 

改正

平成18年３月24日条例第24号 

平成26年３月20日条例第40号 

平成31年３月18日条例第29号 

川口市立科学館設置及び管理条例 

（設置） 

第１条 本市は、市民の宇宙その他の科学に対する理解を深め、もって科学知識の普及及び啓発並

びに未来社会に対応した創造性豊かな青少年の育成を図ることを目的として、川口市立科学館（以

下「科学館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 科学館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

川口市立科学館 川口市上青木３丁目12番18号 

（施設） 

第３条 科学館に、次に掲げる施設を置く。 

(１) 科学展示施設 

(２) プラネタリウム施設 

(３) 天文台施設 

（管理） 

第４条 科学館は、川口市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が管理する。 

（業務） 

第５条 科学館の業務は、次のとおりとする。 

(１) プラネタリウム及び天文台の公開及び運用に関すること。 

(２) 宇宙その他の科学に関する資料等の展示に関すること。 

(３) 宇宙その他の科学に関する資料の収集、調査及び研究に関すること。 

(４) 宇宙その他の科学に関する活動の奨励、指導及び助言に関すること。 

(５) 宇宙その他の科学に関する講座及び講演会の開催等科学教育の普及に関すること。 
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(６) 科学館のネットワークシステムの管理及び運用に関すること。 

(７) その他科学館の設置の目的を達成するために必要な事業に関すること。 

（職員） 

第６条 科学館に館長その他必要な職員を置く。 

（入場料等） 

第７条 科学展示施設に入場しようとする者は別表第１に定める入場料を、プラネタリウム施設を

利用しようとする者は別表第２に定める観覧料を納付しなければならない。 

２ 教育委員会は、１年間を通して科学展示施設に入場できる入場券（以下「年間入場券」という。）

を別表第１に定める区分により、同表に定める金額をもって発行することができる。 

３ 前項の規定により年間入場券の発行を受けた者は、第１項の規定にかかわらず、入場の際に当

該年間入場券を提示することにより、科学展示施設に入場することができる。 

４ 教育委員会は、１年間を通してプラネタリウム施設を利用できる観覧券（以下「年間観覧券」

という。）を別表第２に定める区分により、同表に定める金額をもって発行することができる。 

５ 前項の規定により年間観覧券の発行を受けた者は、第１項の規定にかかわらず、利用の際に当

該年間観覧券を提示することにより、プラネタリウム施設を利用することができる。 

６ 鉄道模型を利用しようとする者は、第１項に定める入場料を納付し、又は第２項に定める年間

入場券を提示して科学展示施設に入場した後、別表第３に定める使用料を納付しなければならな

い。 

（入場料及び観覧料の減免） 

第８条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の入場料及び観覧料を減額し、又は

免除することができる。 

(１) 市内の小学校の児童又は中学校若しくは高等学校の生徒及びこれらの引率者が学校の教育

課程として利用するとき。 

(２) 市内の幼稚園の幼児及び引率者が幼稚園の教育課程として利用するとき。 

(３) 市内の保育所の幼児及び引率者が保育計画に基づく行事等として利用するとき。 

(４) 教育目的で開催される行事等に利用する場合で、市長が認めるとき。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めるとき。 

（入場料等の不還付） 

第９条 既納の入場料、観覧料及び使用料は、還付しない。ただし、科学展示施設に入場する者及

びプラネタリウム施設を利用する者の責めに帰することができない理由により科学館を利用する
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ことができないときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（入館の禁止等） 

第10条 教育委員会は、科学館内の秩序を乱し、又は乱すおそれがある者の入館を禁止し、又は退

館を命ずることができる。 

（損害賠償） 

第11条 科学館を利用する者は、その責めに帰すべき理由により施設等を毀損し、又は滅失したと

きは、これを原状に復し、又は市長の裁定する額を賠償しなければならない。ただし、市長がや

むを得ない理由があると認めるときは、その全部又は一部を免除することができる。 

（委任） 

第12条 この条例に定めるもののほか、科学館の管理に関し必要な事項は、教育委員会規則で定め

る。 

附 則

（施行期日） 

１ この条例は、平成15年４月１日から施行する。ただし、第５条及び第７条から第11条までの規

定は、同年５月３日から施行する。 

（川口市立児童文化センター設置及び管理条例の廃止） 

２ 川口市立児童文化センター設置及び管理条例（昭和35年条例第17号）は、廃止する。 

附 則（平成18年３月24日条例第24号） 

この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年３月20日条例第40号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前にこの条例による改正前の川口市立科学館設置及び管理条例第７条第２

項の規定により発行された同項に規定する年間入場券及び同条第４項の規定により発行された同

項に規定する年間観覧券については、同日以後においても利用することができる。 

附 則（平成31年３月18日条例第29号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成31年10月１日から施行する。 

（経過措置） 
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２ この条例の施行の日前にこの条例による改正前の川口市立科学館設置及び管理条例第７条第２

項の規定により発行された同項に規定する年間入場券及び同条第４項の規定により発行された同

項に規定する年間観覧券については、同日以後においても利用することができる。 

別表第１（第７条関係） 

利用区分 入場料 年間入場券 

個人 団体（20人以上） 個人 

一般 210円１人につき 160円 830円

中学生 

小学生 

100円１人につき 80円 410円

備考 

１ 「一般」とは、中学生、小学生及び小学校就学前の者以外の者をいう。 

２ 小学校就学前の者は、無料とする。 

別表第２（第７条関係） 

利用区分 観覧料 年間観覧券 

個人 団体（20人以上） 個人 

一般 410円１人につき 330円 1,670円

中学生 

小学生 

小学校就学前の者 

210円１人につき 160円 830円

備考 

１ 「一般」とは、中学生、小学生及び小学校就学前の者以外の者をいう。 

２ 小学校就学前の者でプラネタリウムの座席を使用しないものは、無料とする。 

別表第３（第７条関係） 

単位 使用料 

１回につき 100円
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○川口市立科学館管理規則 

平成15年３月20日教育委員会規則第９号 

改正

平成17年３月３日教育委員会規則第２号 

平成18年３月24日教育委員会規則第13号 

平成22年３月19日教育委員会規則第３号 

平成25年12月２日教育委員会規則第17号 

平成31年３月19日教育委員会規則第９号 

川口市立科学館管理規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、川口市立科学館設置及び管理条例（平成14年条例第56号。以下「条例」とい

う。）第12条の規定により、川口市立科学館（以下「科学館」という。）の管理運営に関し必要

な事項を定めるものとする。 

（開館時間等） 

第２条 科学館の開館時間は、午前９時30分から午後５時までとする。ただし、科学館に入館でき

る時間（以下「入館時間」という。）は、午前９時30分から午後４時30分までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、川口市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、特に必要と

認めるときは、同項に規定する開館時間及び入館時間を変更することができる。 

（プラネタリウム施設の投影日及び時間） 

第３条 プラネタリウム施設の投影日及び時間は、教育委員会が別に定める。 

（天文台施設の利用） 

第４条 天文台施設の利用については、教育委員会が別に定める。 

（鉄道模型の定期運行日及び時間） 

第５条 鉄道模型の定期運行日及び時間は、教育委員会が別に定める。 

（休館日） 

第６条 科学館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が特に必要と認めるときは、

これを変更し、又は臨時に休館することができる。 

(１) 月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休

日（以下「休日」という。）に当たるときは、その直後の休日でない日 

(２) 12月29日から翌年１月３日まで 

(３) 館内整理日（８月及び12月を除く毎月最終火曜日。ただし、その日が休日又は第１号に掲

げる日に当たるときは、その直後の土曜日、日曜日、休日又は第１号に掲げる日でない日） 

(４) 特別整理期間（毎年４回各５日以内で教育委員会が定める期間をいう。） 
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（入場及び観覧手続） 

第７条 条例第７条第１項の規定に基づき入場料を納入したときは、様式第１号の入場券又は様式

第２号の団体入場券を、観覧料を納入したときは、様式第３号の観覧券又は様式第４号の団体観

覧券をそれぞれ交付する。 

２ 条例第７条第２項に規定する年間入場券は、様式第５号のとおりとし、当該券の発行を希望す

る者は、様式第６号の申込書を教育委員会に提出しなければならない。 

３ 条例第７条第４項に規定する年間観覧券は、様式第５号のとおりとし、当該券の発行を希望す

る者は、様式第６号の申込書を教育委員会に提出しなければならない。 

４ 第１項の規定により入場券、団体入場券、観覧券又は団体観覧券（以下「入場券等」という。）

の交付を受けた者は、所定の場所において係員に入場券等を提示し、改札を受けなければならな

い。 

５ 第２項又は第３項の規定により年間入場券又は年間観覧券（以下「年間入場券等」という。）

の交付を受けた者は、所定の場所において係員に年間入場券等を提示し、改札を受けなければな

らない。 

（入場料及び観覧料の免除） 

第８条 教育委員会は、条例第８条第１号、第２号若しくは第３号に該当するとき又は同条第４号

又は第５号に該当する場合であって市又は教育委員会が主催し、又は共催する行事等に利用する

ときの入場料及び観覧料（以下「入場料等」という。）を免除する。 

（入場料等減免手続） 

第９条 条例第８条の規定により入場料等の減額又は免除を受けようとする者は、様式第７号の申

請書を教育委員会に提出しなければならない。ただし、条例第８条第５号に該当する場合であっ

て別に定めるときは、この限りではない。 

２ 前項の規定による申請書の提出は、条例第８条第１号から第３号までに該当する場合で、教育

委員会が特に認めるときは、当該各号に該当する旨の申出をもってこれに代えることができる。 

３ 第１項の申請書は、利用しようとする日の１週間前までに教育委員会に提出しなければならな

い。ただし、教育委員会が特に必要と認めるときは、この限りでない。 

（入場料等減免承認） 

第10条 教育委員会は、前条の規定による申請を承認したときは、様式第８号の承認書を申請者に

交付するものとする。ただし、前条第２項に該当する場合は、この限りではない。 

２ 前項の規定により承認書の交付を受けた者は、科学館内を見学利用する際にその承認書を提示

しなければならない。 

（入館の制限） 

第11条 条例第10条の規定により、次の各号のいずれかに該当する者の入館を禁止し、又は退館を

命ずることができる。 
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(１) 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となるおそれがある者 

(２) 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となるおそれがある物品又は動物を携帯する者 

(３) 管理上必要な指示に従わない者 

(４) その他科学館内の秩序を乱し、又は乱すおそれがある者 

（寄贈及び寄託） 

第12条 教育委員会は、科学館における展示物の寄贈及び寄託を受けることができる。 

２ 展示物を寄贈又は寄託しようとする者は、教育委員会に申し出てその承認を受けなければなら

ない。 

３ 教育委員会は、寄託を受けた展示物（以下「受託品」という。）を善良な管理者の注意をもっ

て保管するものとする。 

４ 受託品の受託期間は、その都度、寄託者と協議して定める。 

５ 受託品が災害等の不可抗力の事由により損傷し、又は滅失したときは、教育委員会は損害賠償

の責めを負わないものとする。 

附 則

（施行期日） 

１ この規則は、平成15年５月３日から施行する。ただし、次項の規定については、同年４月１日

から施行する。 

（川口市立児童文化センター設置及び管理条例施行規則の廃止） 

２ 川口市立児童文化センター設置及び管理条例施行規則（昭和42年教育委員会規則第５号）は、

廃止する。 

附 則（平成17年３月３日教委規則第２号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年３月24日教委規則第13号） 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月19日教委規則第３号） 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年12月２日教委規則第17号） 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年３月19日教委規則第９号） 

この規則は、平成31年４月１日から施行する。 
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○川口市立科学館運営審議会条例 

平成17年３月25日条例第15号 

川口市立科学館運営審議会条例 

（設置） 

第１条 科学館の円滑な運営を図るため、川口市立科学館運営審議会（以下「審議会」という。）

を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じて、科学館の運営に関する重要事項について調査審議

する。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員15人以内をもって組織する。 

（委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(１) 知識経験者 

(２) 学校教育関係者 

(３) 社会教育関係者 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第６条 審議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、審議会の会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 会長は、審議会の会議を招集し、その議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（関係者の出席） 

第８条 審議会は、必要があるときは、関係者の出席を求めて、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、教育局において処理する。 

（委任） 

第10条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って

定める。 

附 則

この条例は、平成17年４月１日から施行する。 
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　①  令和６年度入館者数及び使用料等実績

ア．入館者数

単位:人

年   度 開館日数 科学展示 プラネタリウム 天文台 計

令和２年度 227 27,825 12,345 37 40,207

令和３年度 280 55,031 25,962 660 81,653

令和４年度 274 77,408 39,488 1,776 118,672

令和５年度 276 76,756 37,723 1,488 115,967

令和６年度 280 79,279 33,809 1,506 114,594

大人 31,737 14,683 831 47,251

小人 34,744 16,153 508 51,405

未就学児 12,798 2,973 167 15,938

イ．使用料

単位:円

年   度 科学展示 プラネタリウム 鉄道模型

令和２年度 2,948,680 2,777,120 419,300

令和３年度 5,405,200 5,159,300 715,200

令和４年度 7,175,650 8,161,250 896,500

令和５年度 7,666,370 8,102,680 909,200

令和６年度 7,741,050 6,976,380 908,800

ウ．年間券発売状況

単位:人

種別 計

一般 小中学生 一般 中学生以下

令和２年度 124 76 95 41 336

令和３年度 238 157 123 76 594

令和４年度 277 197 180 124 778

令和５年度 262 189 176 106 733

令和６年度 233 182 153 80 648

　　○年間入場券（科学展示室）　：一般830円、小中学生410円　

　　○年間観覧券（プラネタリウム）：一般1,670円、中学生以下830円　

16,678,250

科学展示室入場券 プラネタリウム観覧券

計

15,626,230

6,145,100

16,233,400

11,279,700
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②科学展示室の主な事業

　ア．サイエンスショー

・ 実施日時 日曜日・祝日   14時・15時 令和４年度 令和5年度 令和6年度

・ 場所 サイエンスステージ 回数 103 111 120

・ 対象 入場者 参加人数 5,069 5,523 5,613

・ 費用 無料（入場料のみ）

・ 実施者 科学館職員、外部講師、インストラクター

　イ．わくわくワーク

・ 実施日時 土曜日   10時30分・13時 令和４年度 令和5年度 令和6年度

回数 160 154 158

・ 場所 ワークゾーン他 参加人数 4,663 4,483 3,785

・ 対象 入場者（ただし、未就学児童は保護者同伴）

・ 費用 無料（入場料のみ）

・ 実施者 科学館職員、インストラクター

　ウ．科学ものづくり教室

・ 実施回数 ３２回 令和４年度 令和5年度 令和6年度

・ 場所 ワークゾーン他 回数 11 32 32

・ 参加人数 1,067人 参加人数 941 851 1,067

・ 実施者 科学館職員 　　　　※R4は実施した講座数、R5以降実施回数

外部講師（埼玉県立浦和工業高校教諭　宿谷 義則　井野 靖弘　安永遥美）

外部講師（埼玉県立大宮工業高校教諭　金井 春香　片桐 健一）

外部講師（埼玉県立児玉高校教諭　神澤 諒）

外部講師（(株)ＭＡＮＯＩ企画　岡本 正行）

　※春・夏・冬休みの火曜日・木曜日・土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　10時30分・13時・14時30分

一度のショーが２０分程度を目安に構成されているため、来館者の年齢層への対応、館全体の

事業との接続の両観点から効果的であると考える。

定期事業であるサイエンスショーは令和６年度は回数と参加人数が増加している。外部講師、イ

ンストラクター実施回数もそれぞれ５回あった。

定期事業であるわくわくワークでは、令和６年度の参加人数が減少している。参加人数は実施

日の来館者に影響を受けるため、来館者が増えるようにしていくことと、来館者数自体が減って

いるわけではないので、参加人数が増えるよう難易度、分野等様々なワークを扱っていくように

する。

たくさんの外部講師を招いて実施した。主な内容として「プログラミング」「ロボット」（クランク機構

を使ったスピード感のある走行を目指すもの）「木工工作」「メカモグラ」（水道管内を移動するラ

ジコン型ロボット）「電気工作」（回路を伴った工作）となっている。

参加人数が増加している。企業連携として定期的に行われる「メカモグラ」への参加が増えてい

る。

-24-

資料７－２



③特別展事業

　ア．特別展「スポーツ展２０２４～科学で広がるスポーツの見方～」

・ 期間 令和6年6月8日（土）～7月15日（月・祝）　開催日数 31日間

・ 入場者数 10,991人 令和４年度 令和5年度 令和6年度

テーマ たまご チョコレート スポーツ

来館者数 6,692 8,281 10,991

　イ．サイエンスまつり「科学×くらし×未来～科学のチカラをくらしにプラス、未来にプラス。～」
・ 期間 令和6年11月1日（金）～11月30日（土）　開催日数 25日間

・ 入場者数 9,056人

・ 内容 【特設コーナー】

ミニ企画展「人と自然に『プラス＋』チック展」

「標本の世界」

【開催イベント】

11月14日　わくわく屋台村

11月16日、23日　科学ものづくり教室「かけ抜けろ！スプリンターロボ！」

11月17日　科学ものづくり教室「木工スライド式ブックスタンド」

11月24日　いきいきサイエンス「葉脈標本のコースター」

　ウ．特別展「科学の眼を持った天才～レオナルド・ダ・ヴィンチの発明と未来への夢～」

・ 期間 令和6年12月14日（土）～令和7年2月11日（火・祝）　開催日数 45日間

・ 入場者数 12,602人 令和４年度 令和5年度 令和6年度

テーマ 元素 錯覚 科学の発展

来館者数 12,158 14,836 12,602

テーマの設定から体験（ハンズオン）を含めた展示まで職員が作成している。そのため、工夫を

凝らして自由に企画することができることがメリットである。

テーマについては、新規の来館者を獲得するため、一見科学とは無関係そうなテーマであっても

科学的な要素を関連させることで来館者の科学的な知識や思考を促す展示とすることを目指し

た。

毎年、プロポーザル方式で７月中旬頃にテーマ等を決定している。幅広い年齢層の方に来館し

てもらえるようテーマも広く設定し、プロポーザルを行っている。

令和６年度は前年度と比較すると来館者数が少なかったが、自分で触って機構を確かめられる

展示が多かったり、毎週特別ワークを実施したりと、ものづくりを多く取り扱った。また、パネル解

説の量を減らし、ＱＲコードで追加の解説を行うなど新しい取り組みも行った。

今後も、常に新しい発見があり、新しい取り組みに挑戦しながら、体験的な特別展となるよう

テーマ選定を行っていく。
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④天文台事業

　ア．夜間観測会

・ 実施日時 第2・第4土曜日の日没後 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1日2回開催　1回約30分　 日数 11 13 14

・ 対象 一般（事前申込者） 回数 22 26 28

・ 費用 無料 参加人数 413 568 612

　イ．天文台ガイドツアー

・ 実施日時 土曜日 令和4年度 令和5年度 令和6年度

10時45分～11時15分 回数 34 41 46

・ 対象 科学展示室入場者 参加人数 193 278 312

・ 費用 無料（科学展示入場料のみ）

　ウ．天文台特別ガイドツアー

・ 実施日時 無料公開日　13時～14時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

・ 対象 一般 回数 3 2 2

・ 費用 無料 参加人数 157 195 167

　エ．特別観測会

・ 実施日時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

・ 対象 一般（事前申込者） 回数 3 3 2

・ 費用 無料 参加人数 898 272 257

　オ．天文教室・観測実習・学習利用

・ 実施日時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

・ 実施者 科学館職員・外部講師 回数 7 8 7

・ 費用 無料 参加人数 103 162 147

天文現象等に合わせ実施

夏休み期間等

主天文台の65cm反射望遠鏡と副天文台の20cm屈折望遠鏡を用いて、当日見ることができる
天体を観測する。曇り、雨、強風等の天候不良時は中止。

副天文台での太陽観測を中心に3つの天文台を見学する。雨、強風等の天候不良時は中止。

開館記念日（5月3日）、埼玉県民の日（11月14日）等の無料公開日に実施。副天文台での太
陽観測を中心に3つの天文台を見学する。雨、強風等の天候不良時は中止。

話題の天文現象等に合わせ天体を観測する。令和６年度は「秋のお月見」。令和４年度は「皆

既月食」のため大幅に参加者増。曇り、雨、強風等の天候不良時は中止。

天文台を活用した天文教室、観測実習の実施及び学習利用。
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　カ．太陽観測出張授業・夜間出張観望会

・ 対象 市内小・中学生等 令和4年度 令和5年度 令和6年度

・ 実施者 科学館職員 回数 7 7 8

・ 費用 無料 参加人数 403 618 629

　キ．太陽・天体画像の配信

・ 天文台特別ライブ配信　回数及びアクセス数 令和4年度 令和5年度 令和6年度

回数 2 2 1

アクセス数 17,577 807 991

学校へ出向き、小型望遠鏡を用いて太陽観測授業を実施するほか、学校や公民館の希望に

応じ、夜間観望会を実施。

太陽や話題の天文現象に合わせ、観測画像を科学館ホームページにリアルタイム配信。特別

ライブ配信は令和6年度「土星食を見よう！」。令和4年度は「皆既月食」のため大幅にアクセス
数増。また、太陽望遠鏡で観測した画像については、科学展示室の太陽情報ライブモニター、

情報端末でも閲覧を可能としている。

-27-



⑤プラネタリウム事業

　ア．一般投影
・ 実施日時 土曜日・日曜日・祝日、夏・冬・春休みの火～金曜日

11時30分・13時30分・15時30分　　上記以外の木曜日　15時30分

・ 投影時間 約50分間 令和４年度 令和5年度 令和6年度

・ 費用 プラネタリウム観覧料 回数 455 453 459

参加人数 24,418 24,012 20,182

　イ．キッズアワー

・ 実施日時 日曜日・祝日　10時 令和４年度 令和5年度 令和6年度

・ 投影時間 約30分間 回数 62 63 64

・ 費用 プラネタリウム観覧料 参加人数 2,522 2,497 2,426

　ウ．無料公開

・ 実施日時 無料公開日 令和4年度 令和5年度 令和6年度

10時～16時30分 回数 22 10 10

・ 費用 無料 参加人数 3,192 1,539 1,438

　エ．星空リラクゼーション

・ 実施日時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

15時30分～ 回数 3 4 3

・ 費用 プラネタリウム観覧料 参加人数 346 342 311

　オ．特別投影

・ 実施日時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

15時30分～ 回数 4 4 5

・ 費用 プラネタリウム観覧料 参加人数 346 507 568

12月・3月の土日（不定期）

7月・12月の土日（不定期）

当日の星空や天文トピックスの解説と、季節ごとに制作した映像番組を組み合わせた投影を

実施。

当日の星空や季節の星座などをテーマとして、こども（小学校低学年）向けに解説をする投影

を実施。

開館記念日（5月3日）、埼玉県民の日（11月14日）、市産品フェア（令和4年10月21日～23日）
の無料公開日に実施。投影は基本的に各日５回、１回約３０分。星空の解説やこれまで制作さ

れた映像番組を投影。

クリスマスや季節にちなんだ、満天の星空とＢＧＭや生演奏でつづる大人向けの特別投影。

七夕やクリスマスなど、季節にちなんだ星空を解説する特別投影。一般向けとこども向けをそ

れぞれ実施。
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　カ．学習投影

・ 対象 小・中学生、幼稚・保育園児等 令和4年度 令和5年度 令和6年度

・ 費用 プラネタリウム観覧料 回数 128 118 113

（市内学校等は無料） 参加人数 8,453 8,610 8,699

　キ．おもいやりプラネタリウム

・ 実施日時 令和6年度

13時30分～14時20分 回数 1

・ 費用 プラネタリウム観覧料 参加人数 17

　ク．天文講演会　

・ 実施日時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

15時30分～16時45分 回数 1 1 1

・ 費用 プラネタリウム観覧料 参加人数 81 140 114

　ケ．その他の投影　

・ 実施日時 随時 令和4年度 令和5年度 令和6年度

回数 2 2 2

参加人数 54 46 47

令和7年2月19日（水）

2月～3月

市内小・中学生には、学校授業の一環として、学習指導要領に基づく内容を基本とした投影を

実施（約50分）。その他の学校には星空解説と映像番組を中心に投影（約50分）。幼稚園・保
育園児には、年齢に対応した解説及び番組投影を実施（約30分）。

観覧中の音や声を気にせず楽しめるプラネタリウムとして、令和6年度から実施。番組内容は
一般投影と同様。

天文に関する有識者を講師として招聘し、プラネタリウムを会場とした講演会を実施。

市民大学・研修（川口市立看護専門学校）・会議（川口市立科学館運営審議会）での投影を実

施。
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令和７年３月１４日 

各部・局の長 様

企画財政部長 

「使用料・手数料の見直しに関する基本方針」について（通知） 

 本市における使用料の見直し基準については、「「使用料の見直し」について」（平

成 15 年 8 月 22 日付け行革推進本部長通知。以下「平成 15 年通知」という。）におい

て示されたところです。しかし、今般、社会情勢の変化に対応した十分な見直しが行

われていない使用料及び手数料が見受けられることから、その適切な見直しが図られ

るように、改めて見直しにあたっての統一的な考え方を示した基本方針を別添のとお

り策定いたしました。（このことに伴い「平成 15 年通知」は廃止します。） 

基本方針の策定にあたっては、昨年８月及び 10 月の改革計画検討委員会で検討を

進め、11 月の関係部局会議で承認された案を基に、本年２月の未来創造・教育力向上

特別委員会において報告を行ったところです。 

各部局におかれましては、この基本方針の趣旨を十分にご理解いただき、所管する

使用料・手数料の適正化を進めていただきますようお願いいたします。 

なお、市長からは、各部局において見直しを進めるにあたっては、市民に対して丁

寧な説明や周知を行うとともに、スピード感を持って進めるよう指示があったことを

申し添えます。 

連絡先：企画経営課 行革推進係  

内線 １００１２ 
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５ 使用料の設定                       

（１）使用料の算定の考え方  

公の施設の使用料を設定する際には、施設に要するすべての経費から原価対象外の費用

を除く「原価」について、その施設の設置目的や機能・性質に応じ、「受益者負担の原則」

と「公平性・公正性の確保」の観点から、市民・利用者の理解と納得が得られるよう、合

理的かつ適正に公費負担と受益者負担の割合基準を設定します。 

【使用料の基準イメージ図】 

施
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（２）使用料の原価に含める経費  

施設に係る経費には、①土地の取得経費 ②施設の建設費や大規模改修費、さらには、

施設の維持管理費、人件費など多くの経費がかかっています。 

このうち、①の土地取得経費については、年数の経過により資産価値が減少するもので

なく、施設が廃止された後も市（市民全体）の資産として残るため、原価対象外とします。 

②の建設費及び大規模改修費については、当該施設の設置及び機能保持のために必要な

経費であることから、原則として耐用年数に応じて年割した費用(減価償却費)を原価対象

に含むものとします。 

原価×性質別負担割合

①土地の取得費用

性
質
別
負
担
割
合

②建設費及び

大規模改修費
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【原価に含める経費】 

分 類 項 目 内 容 

人件費 

報酬 

サービス提供や施設を維持管理するための業務に直接従事

する職員の人件費 

給料 

職員手当 

共済費 

物件費 

需用費 消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料など 

役務費 通信運搬費、手数料、保険料など 

委託料 施設の管理委託料など（清掃・機械警備・保守点検など） 

使用料及び賃借料 機器のリース料など 

備品購入費 事務・施設運営に係るもの 

減価償却費 建物等の減価償却費の当該年度分 

その他 受益者が負担すべきと考えられる経費等 

指定管理業務に係る経費 指定管理者が行う業務のうち、自主事業を除く業務に係る経費 

【原価に含めない経費】 

項 目 理 由 

土地取得費用 
土地は、時間の経過によって価値が減少しない資産であり、

減価償却資産ではないため。土地賃借料も同様。 

臨時的な対応に伴う経費 
災害等により発生した経費は、本来の施設管理運営に係る経

費とは趣旨が異なるため。 

受益者が特定されている経費 

通常の施設利用以外に施設で実施する講座等で使用する教

材などに係る費用は、講座等の利用者が負担するものである

ため。 

（３）施設の性質別分類と受益者の負担割合  

市の施設には、市民の生活基盤を支える公共的かつ公益的な役割があることから、使用

料収入のみによる管理運営ではなく、応分の市の負担は必要であると考えます。 

また、施設の性質は、公益性の高い施設や、民間も運営している市場性の高い施設など、

提供するサービスの内容によって大きく異なります。そのため、すべての施設を一律の受

益者負担割合によって使用料を算定するのではなく、施設の利用形態や機能に着目し、サ

ービスの内容について、「必需性」と、「市場性」の２つの視点で分類し、その分類ごとに

受益者負担割合を設定することを基本とします。 
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ａ 性質別分類による公費負担と受益者負担割合分類 

低い Ａ 

公 

共 

的 

【分類⑦】 

受益者負担  

50％ 

公費負担

50％ 

【分類④】 

受益者負担  

25％ 

公費負担   

75％ 

【分類①】 

受益者負担  

0％ 

公費負担    

100％ 

Ｂ

中

間

【分類⑧】 

受益者負担   

75％ 

公費負担    

25％ 

【分類⑤】 

受益者負担  

50％ 

公費負担   

50％ 

【分類②】 

受益者負担  

25％ 

公費負担   

75％ 

Ｃ

市

場

的

【分類⑨】 

受益者負担 

100％ 

公費負担

0％

【分類⑥】 

受益者負担  

75％ 

公費負担   

25％ 

【分類③】 

受益者負担  

50％ 

公費負担   

50％ 

高い １ 選択的 ２ 中 間 ３ 必需的 

低い 高い

ｂ 受益者負担分類の内容 

分類 区  分 内  容 

分類① 受益者負担0％のもの 
公的関与の必要性が高く、公費負担により市民全体で

施設の運営を支えていく施設 

分類② 受益者負担25％のもの 分類①と③の中間的な施設 

分類③ 受益者負担50％のもの 
全市民が対象となるものの民間による類似サービス

の提供がある施設 

分類④ 受益者負担25％のもの 

民間によるサービス提供の可能性が低く、収益の獲得

を目指すものではないが、受益者に対して一定の負担

を求める施設 

分類⑤ 受益者負担50％のもの 
民間にも類似施設が存在しており、ある程度の収益確

保が見込まれるものの公的な目的がある施設 

分類⑥ 受益者負担75％のもの 分類③と⑨の中間的な施設 

分類⑦ 受益者負担50％のもの 
民間による提供の可能性が低く、特定の市民を対象と

する施設 

分類⑧ 受益者負担75％のもの 
特定の市民が対象かつ民間にも類似施設が存在し、あ

る程度の収益確保が見込まれる施設 

分類⑨ 受益者負担100％のもの 
特定の市民が対象かつ民間にも類似施設があり、採算

性も比較的高いと考えられる施設 

市

場

性

）

民

間

提

供

の

可

能

性

（

必需性（生活上の必需性）
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７ 金額を設定するにあたり考慮すべき事項               

（１）激変緩和措置 

使用料・手数料の改定は、市民生活に影響を与えるものであり、急激な料金変動につい

ては慎重を期する必要があります。したがって、算定料金が現行料金と比べ大幅に増額と

なる場合、利用者の急激な負担の増加と利用率の低下を防ぐため、必要に応じて激変緩和

措置を設けることとします。なお、調整期間は原則３年以内とします。

（２）他自治体及び市場価格との均衡 

他自治体における同様な施設の使用料及び手続の手数料を把握し、必要に応じて料金の

均衡を図ります。 

また、民間においても同種のサービスが提供されている場合には、市場価格を考慮した

料金設定とします。

（３）料金改定の基準 

見直しのための原価計算の結果、算定料金が現行料金に対し、原則１０％以上乖離して

いる場合には、改定の検討を行うものとします。（１０％未満の場合であっても、改定の検

討を行うことを否定しない。）

（４）減免の考え方  

使用料・手数料は、本来、行政サービスを利用することに対して、利用する人としない

人の負担を公平に取り扱うために徴収しているものですが、特例的な措置として、公費負

担とすることに合理的な理由がある場合には減額・免除を行う場合を認めるものとします。 

ただし、受益者負担の原則に立ち、公平性と公正性を勘案したうえで、真にやむを得な

いものに限定して適用されるものとして、各施設の設置管理条例及び手数料条例において

具体的かつ明確な減免基準を定めたうえで、実施することとします。 

また、減免の対象や割引率については、継続的に見直しを行っていくこととします。 

（５）利用実態等を勘案した料金設定  

利用者区分、利用時間区分等による使用料を設定する際には、各々の施設における利用

形態、利用者層等を勘案した区分設定をすることとします。 

（例）①利用者区分 ②利用時間区分 ③市内、市外利用者別区分 ④平日・祝日区分

（６）附属設備使用料 

施設の持つ基本的な機能以外の特殊な設備（音響、舞台、照明等）や備品については、

利用者が費用を全額負担することを基本とし、別途使用料を設定できることとします。 

（例）設備使用料 ＝（取得単価 ＋ 維持管理費）÷ （使用年数 × 延べ利用回数） 

（７）基本方針の見直し 

社会情勢の変化に対応し、本基本方針に見直しの必要が生じた場合には、適宜検討を行

うこととします。 

（８）関係団体及び市民への周知  

当該施設の運営に関する附属機関等（審議会や協議会等）を設置している場合には、使

用料・手数料の見直しについて意見を伺うこととします。また、改定にあたっては充分な

周知期間を設定のうえ実施し、市民の理解と協力を得られるよう一層の説明責任の向上に

努めることとします。 
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使用料算定表

（１）施設利用に係る原価 （円）

（直近3か年（R3～R5）の平均決算額により算定）

（２）年間利用者数 （人）

（３）一人当たりの使用料 （円）

算定方法

★１人当たりの原価  ＝　利用施設に係る原価①÷年間利用者数②

★１人当たりの使用料  ＝　１人当たりの原価③　×　性質別負担割合（受益者負担率）

3,423.4

33,161.9

天文台

年間利用者数②

３か年平均

69,732

34,391

1,308

一人当たり
の原価③

天文台

科学展示室

施設名

プラネタリウム

天文台 25% 0 8,290.5 －　

25% 410 855.9 209%

25% 210 533.2 254%

プラネタリウム

2,132.7

現行
一人当たりの使用料

計算後※ 改定率

受益者
負担率

施設名

科学展示室

117,734,226

43,375,767

※施設全体の面積からそれぞれの室
面積を按分により算出

148,716,917

施設名

科学展示室

プラネタリウム

３か年平均

施設利用原価①
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類似施設の利用料金

展示施設の入場料等の状況（関東地方で直営の施設）

大人 小中学生 未就学

1 埼玉県 川口市立科学館 埼玉県川口市 市 有料 210 100 0

2 埼玉県
埼玉県立川の博物
館

埼玉県寄居町 県 有料 410
高校生
200

中学生以
下　    0

3 埼玉県
埼玉県立自然の博
物館

埼玉県長瀞町 県 有料 200
高校生
100

中学生以
下　    0

4 埼玉県
さいたま市青少年宇
宙科学館

埼玉県さいたま市 市 無料

5 埼玉県
越谷市立児童館
コスモス

埼玉県越谷市 市 無料

6 東京都 日本科学未来館 東京都江東区 国 有料 630 210 0

7 東京都
葛飾区郷土と天文の
博物館

東京都葛飾区 区 有料 100 50 0

8 東京都
八王子市こども科学
館

東京都八王子市 市 有料 200 100 100

9 東京都
東大和市立郷土
博物館

東京都東大和市 市 無料

10 千葉県
千葉県立現代産業
科学館

千葉県市川市 県 有料 300 0 0

11 千葉県
千葉県立中央
博物館

千葉県千葉市 県 有料 300 0 0

12 神奈川県
神奈川県立生命の
星・地球博物館

神奈川県小田原市 県 有料 520 0 0

13 神奈川県 平塚市博物館 神奈川県平塚市 市 無料

14 神奈川県 厚木市こども科学館 神奈川県厚木市 市 無料

15 神奈川県 相模原市立博物館 神奈川県相模原市 市 無料

16 群馬県
群馬県立自然史博
物館

群馬県富岡市 県 有料 510 0 0

17 群馬県
向井千秋記念子ども
科学館

群馬県館林市 市 有料 330 0 0

18 茨城県
ミュージアムパーク茨城県
自然博物館 茨城県坂東市 県 有料

540→
610

100→
110 0

19 栃木県 栃木県立博物館 栃木県宇都宮市 県 有料 260 0 0

20 栃木県
那須塩原市那須野
が原博物館

栃木県那須塩原市 市 有料 300 100 0

※ 常設展示の入場料（特別展等の場合、有料又は金額変更の場合あり）。

※ №8の未就学は４歳以上の金額。

　令和４年度第２回科学館運営審議会資料として提出した、関東地方において川口市立科学館と同等の運
営形態をとる直営の近隣自治体施設の情報を更新したもの

入場料
№ 都道府県 施設名  所在地 設置者
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プラネタリウムの観覧料等の状況（関東地方で直営の施設）

大人 小中学生 未就学

1 埼玉県 川口市立科学館 埼玉県川口市 市 160 410 210 0

2 埼玉県
さいたま市青少年宇
宙科学館

埼玉県さいたま市 市 250 520 200 200

3 埼玉県
熊谷市立文化センタープラ
ネタリウム館 埼玉県熊谷市 市 100 100 50 50

4 埼玉県
越谷市立児童館コス
モス

埼玉県越谷市 市 80 100 100 0

5 東京都 日本科学未来館 東京都江東区 国 112
入館料込

940
入館料込

310
100

6 東京都
葛飾区郷土と天文の
博物館

東京都葛飾区 区 140
入館料込

450
入館料込

150
座席利用

50

7 東京都
品川区立五反田文化セ
ンタープラネタリウム

東京都品川区 区 86 200 50 50

8 東京都
八王子市こども科学
館

東京都八王子市 市 223 500 150 150

9 東京都
東大和市立郷土博物
館

東京都東大和市 市 117 300 100 0

10 千葉県
千葉県立現代産業科
学館

千葉県市川市 県 280 500 0 0

11 千葉県
船橋市総合教育センター
プラネタリウム館 千葉県船橋市 市 145 500 120 60

12 千葉県
白井市文化センター・プラ
ネタリウム 千葉県白井市 市 86 350 160 160

13 千葉県 松戸市民会館 千葉県松戸市 市 80 50 0 0

14 神奈川県 相模原市立博物館 神奈川県相模原市 市 210 500 200 0

15 神奈川県 厚木市こども科学館 神奈川県厚木市 市 90 200 50 50

16 神奈川県 平塚市博物館 神奈川県平塚市 市 70 200 0 0

17 群馬県
向井千秋記念子ども
科学館

群馬県館林市 市 240
入館料込

800
入館料込

220
0

18 群馬県
前橋市児童文化セン
ター

群馬県前橋市 市 100 310 100 0

※ 未就学は座席使用で有料の施設あり。

※ 未就学で４歳以上が有料の施設あり。

観覧料
№ 都道府県 施設名  所在地 設置者 座席数
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科学館利用料金改定案

（円） （円）

（円） （人） （円）

（円） （人） （円）

150

年間入場料
大人 830 1,200

小中学生 410 600

区分 現行 改定額

科学展示室

入場料
大人 210 300

小中学生 100

1,670 2,000

小中学生 830 1,000

科学展示入場料

プラネタリウム

観覧料
大人 410 500

小中学生 210 250

年間観覧料
大人

24,499

小中学生 100 150 50 13,780

区分 現行 改定額 値上げ額 影響人数(Ｒ6)

個
人

一般 210 300 90

減免（一般） 100 150 50 1,456

減免（小中学生） 50 70 20 647

年間入場券（一般） 830 1,200 370 233

年間入場券（小中学生） 410 600 190 182

832

団
体

一般 160 240 80 252

小中学生 80 120 40

830 1,000 170 80

減免（一般） 200 250

団
体

一般 330 400 70 144

小中学生 160 200 40

個
人

一般 410 500 90

小中学生 210 250 40

影響額

2,204,910

689,000

72,800

12,940

8,365

区分 現行 改定額 値上げ額 影響人数(Ｒ6)

市外小中学校利用（小中学生） 50 70 20 11,358

プラネタリウム観覧料

1,011

市外小中学校利用（一般） 100 150 50

市外小中学校利用（小中学生） 100 120 20 368

50 607

減免（小中学生） 100 120 20 215

651

市外小中学校利用（一般） 200 250 50 28

年間観覧券（一般） 1,670 2,000 330 153

年間観覧券（小中学生）

小計

影響額合計 4,909,180

3,429,800

86,210

34,580

20,160

40,440

41,600

227,160

11,124

小計

1,400

7,360

1,479,380

影響額

1,001,160

334,600

30,350

4,300

50,490

13,600

10,080

26,040
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